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北
方
領
土
に
対
す
る
政
府
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
北
方
領
土
問
題
の
概
要
」
に
お
い
て
は
、
北
方
四
島
（
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び

択
捉
島
）
か
ら
成
る
北
方
領
土
の
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
、
「
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
領
土
に
対
す
る
ロ
シ
ア
に
よ

る
不
法
占
拠
が
続
い
て
い
る
」
と
記
述
し
て
い
ま
す
。

安
倍
総
理
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
八
日
の
施
政
方
針
演
説
や
同
年
二
月
七
日
の
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会
の
挨

拶
な
ど
に
お
い
て
「
ロ
シ
ア
と
は
、
国
民
同
士
、
互
い
の
信
頼
と
友
情
を
深
め
、
領
土
問
題
を
解
決
し
て
平
和
条
約
を
締
結
す

る
。
戦
後
七
十
年
以
上
残
さ
れ
て
き
た
こ
の
課
題
に
つ
い
て
、
次
の
世
代
に
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、
必
ず
や
終
止
符
を
打

つ
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
平
成
三
十
一
年
一
月
三
十
日
の
代
表
質
問
に
対
す
る
答
弁
や
平
成
三
十
一
年
度
予
算
の
国
会
審
議

な
ど
に
お
い
て
「
北
方
領
土
は
、
我
が
国
が
主
権
を
有
す
る
島
々
で
す
。
こ
の
立
場
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
繰
り
返
し

述
べ
て
お
り
ま
す
が
、
「
我
が
国
固
有
の
領
土
」
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
安
倍
総
理
は
、
平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
六
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
北
方
四
島
は
現
在
ロ
シ
ア
に

「
不
法
占
拠
」
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
と
い
う
認
識
か
と
の
質
問
に
対
し
、
「
政
府
の
法
的
立
場
に
は
変
わ
り
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
述
べ
、
「
不
法
占
拠
が
続
い
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

一



領
土
問
題
に
限
ら
ず
、
外
交
問
題
の
解
決
に
は
相
手
国
と
の
交
渉
が
必
要
で
あ
り
、
「
交
渉
の
基
本
方
針
や
考
え
方
を
交
渉

の
場
以
外
で
申
し
上
げ
る
の
は
交
渉
に
資
さ
な
い
」
（
平
成
三
十
年
十
二
月
三
日
衆
議
院
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別

委
員
会
に
お
け
る
河
野
外
務
大
臣
答
弁
）
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
理
解
し
ま
す
が
、
北
方
領
土
が
「
我
が
国
固
有
の
領
土
」
で

あ
り
、
「
不
法
占
拠
」
が
続
い
て
い
る
と
の
我
が
国
が
こ
れ
ま
で
取
っ
て
き
た
立
場
を
交
渉
に
お
い
て
変
更
す
る
こ
と
が
無
い

の
で
あ
れ
ば
、
堂
々
と
こ
れ
ま
で
の
主
張
を
述
べ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
、
「
我
が
国
固
有
の
領
土
」
で
あ
る
こ
と
、
「
不
法
占
拠
」
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
言
及

し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
政
府
が
こ
れ
ま
で
取
っ
て
き
た
立
場
と
は
異
な
る
立
場
に
基
づ
く
解
決
策
を
ロ
シ
ア
に
対
し
て
提
示
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
念
を
国
民
に
抱
か
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

一

北
方
四
島
は
、
「
我
が
国
固
有
の
領
土
」
で
あ
る
と
の
立
場
に
変
わ
り
は
な
い
か
、
ま
た
、
「
我
が
国
固
有
の
領
土
」
と

「
我
が
国
が
主
権
を
有
す
る
島
々
」
は
同
じ
趣
旨
で
あ
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

二

ロ
シ
ア
の
ラ
ヴ
ロ
フ
外
務
大
臣
は
、
記
者
会
見
な
ど
に
お
い
て
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の
平
和
条
約
締
結
交
渉
に
関
し
、
「
平

和
条
約
の
締
結
は
、
大
な
り
小
な
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
結
果
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
が
平
和
条
約
へ
の
工
程
に

二



進
む
上
で
の
、
不
変
の
一
歩
で
あ
る
こ
と
は
日
本
側
に
申
し
上
げ
て
い
る
。
そ
の
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
し
、
そ
れ
な
く
し
て
他
の
話
合
い
は
不
可
能
だ
」
と
発
言
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
第
二
次
世
界
大
戦
の
結
果
と
し

て
合
法
的
に
ロ
シ
ア
領
と
な
っ
た
と
い
う
ロ
シ
ア
側
の
見
解
を
認
め
る
の
で
す
か
、
ま
た
、
北
方
領
土
の
現
在
の
状
況
は
、

ロ
シ
ア
に
よ
り
「
不
法
占
拠
」
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
と
の
認
識
で
す
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

右
質
問
す
る
。

三


